
令和7年10月26日、八代市のくまモンポート八代で開催された「新市誕生２０周年 第３５回みなと八代フェスティバル」において、
鹿児島海上保安部 巡視船しゅんこう一般公開、救難展示訓練及び海上保安展（制服試着、VR体験、学生募集活動）を実施
しました。鹿児島航空基地所属ヘリコプターと八代海上保安署 巡視艇なつかぜによる吊り上げ救助訓練では、会場内を大いに盛り
上げました。

みなと八代フェスティバル2025

令和7年度後期活動ダイジェスト

熊本海保たより

令和７年10月26日 新市誕生20周年第35回みなと八代フェスティバル

鹿児島海上保安部所属 巡視船しゅんこう船上にて記念撮影
Kumamoto Coast Guard Office Coast Guard Newsletter

うみまるくんと写真撮影

ヘリコプター公開

巡視船しゅんこう前にて、オープニングセレモニーに参加された来賓の皆さまと記念撮影
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航空機による吊り上げ救助訓練
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表彰伝達
Award Presentaion

11 月1 日の「灯台記念日」にちなみ、多年に亘り灯火監視に協力いただいた方々に対して「海上保安庁長官表彰」、「第十
管区海上保安本部長表彰」の感謝状贈呈を行いました。

第十管区海上保安本部長表彰
海付 正弘氏

第十管区海上保安本部長表彰
竹口 和文氏

第十管区海上保安本部長表彰
西森 勝廣氏

海上保安庁長官表彰 第十管区海上保安本部長表彰
松中 久也氏  角岡 正一氏

松
中 

久
也
氏
【
長
官
表
彰
】

天
草
港
上
平
防
波
堤
灯
台
の
灯
火

監
視
協
力
者
と
し
て
、
20
年
以
上

の
永
き
に
わ
た
り
積
極
的
に
航
行

援
助
業
務
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

角
岡

正
一
氏
【
本
部
長
表
彰
】

メ
ツ
曽
根
灯
浮
標
の
灯
火
監
視
協

力
者
と
し
て
、
15
年
以
上
の
永

き
に
わ
た
り
積
極
的
に
航
行
援
助

業
務
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

海
付 

正
弘
氏
【
本
部
長
表
彰
】

天
草
崎
津
港
灯
台
の
灯
火
監
視
協

力
者
と
し
て
、
15
年
以
上
の
永

き
に
わ
た
り
積
極
的
に
航
行
援
助

業
務
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

西
森 

勝
廣
氏
【
本
部
長
表
彰
】

河
内
港
船
津
離
岸
堤
南
灯
台
及
び

河
内
灯
台
の
灯
火
監
視
協
力
者
と

し
て
、
15
年
以
上
の
永
き
に
わ

た
り
積
極
的
に
航
行
援
助
業
務
に

協
力
さ
れ
ま
し
た
。

竹
口 

和
文
氏
【
本
部
長
表
彰
】

梶
木
埼
灯
台
の
灯
火
監
視
協
力
者

と
し
て
、
15
年
以
上
の
永
き
に

わ
た
り
積
極
的
に
航
行
援
助
業
務

に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

河
上 

洋
氏
【
本
部
長
表
彰
】

沖
島
灯
台
の
灯
火
監
視
協
力
者
と

し
て
、
15
年
以
上
の
永
き
に
わ

た
り
積
極
的
に
航
行
援
助
業
務
に

協
力
さ
れ
ま
し
た
。

灯台記念日 ：日本最初の洋式灯台である観音埼灯台の起工日が1868 年11 月1 日
であることにちなみ、1949 年に海上保安庁により制定されたものです

灯火監視協力者：灯台等航路標識の灯火を常日頃から監視し、異常があった場合に保安部
に通報してもらうよう委嘱している個人または団体です

第十管区海上保安本部長表彰
河上 洋氏

迫力の海難救助訓練に歓声！

JCGクルーズ2025開催

左  瀬口良夫 海上保安庁長官
中央 金子恭之 国土交通大臣
右    大達弘明 第十管区海上保安本部長

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
（
大
達
弘
明 

第
十
管
区
海
上
保
安
本

部
長
）
は
、
２
年
ぶ
り
と
な
る
「
Ｊ
Ｃ
Ｇ
ク
ル
ー
ズ
２
０
２

５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
海
上
保
安
庁
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
公
募
で
選
ば
れ

た
約
１
２
０
０
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
型
巡
視
船
に
乗
船
し
、
鹿
児
島

市
内
の
高
校
生
に
よ
る
演
奏
会
、
巡
視
船
艇
や
航
空
機
に
よ
る

海
難
救
助
訓
練
な
ど
を
間
近
で
観
覧
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の

降
下
や
高
速
ボ
ー
ト
に
よ
る
不
審
者
制
圧
訓
練
な
ど
、
迫
力
あ

る
展
示
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に

は
金
子
恭
之 

国
土
交
通
大
臣
や
瀬
口
良
夫 

海
上
保
安
庁
長
官

が
臨
席
し
、
参
加
者
へ
海
上
保
安
業
務
へ
の
理
解
と
協
力
に
対

す
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
熊
本
海
上
保
安
部
か
ら
は
、

吉
田
茂 

熊
本
海
上
保
安
部
長
、
天
草
海
上
保
安
署
所
属 

巡
視

艇
あ
そ
ぎ
り
が
参
加
し
ま
し
た
。
海
上
保
安
庁
は
今
後
も
こ
う

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
海
の
安
全
と
安
心
を
訴
え
て
い
く

方
針
で
す
。

熊本海上保安部長から
表彰伝達を行いました。

2025.11.8



2025.10.5令和７年度旅客船事故対応訓練
放水訓練

海中転落者救助訓練

牛深港と蔵之元港を結ぶフェリー航路上で、フェリー船内で火災が発生したこと
を想定した、関係機関合同の事故対応訓練を実施しました。
参加機関は迅速かつ的確に対応して関係機関同士の連携を強化してフェリー
の乗客へ安全・安心を提供できる体制を確認することができました。

熊本海上保安部長講評

令和７年度長崎税関密輸出
入取締対策八代地区協議会

2025.11.19

令和７年度熊本県石油コン
ビナート等総合防災訓練

2025.11.20

海上保安業務
Maritime Safety Operations 海上の安全と危機管理に向けた取り組み

令和７年度熊本県排出油等防除協議会合同訓練 2025.11.27

参
加
機
関 

： 

県 

10

機
関
、 

市 

５
機
関
、 

民
間
企
業
等 

11

機
関

八代港大島地区(石コン特別防災区域)に係留中のタンカーから軽油５００リットルが流出したとの想定の下、発
災時の関係機関の対応について演練することを目的として訓練を実施しました。阿蘇地方での震度５強の地震もあ
り、参加した各機関の意識も高く、被害を最小限に抑えるために何をすべきかを各機関で改める機会となりました。

巡視艇なつかぜ

MH976

令和７年度熊本県議会海上保安議員連盟勉強会 2025.12.9

自由民主党熊本県支部連合会大会議室

熊本海上保安部長

三池海上保安部長

熊
本
県
議
会
海
上
保
安
議
員
連
盟
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
同
連
盟
の
池
田
和
貴
会

長
に
よ
る
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
熊
本
海
上
保
安
部
長

よ
り
「
海
洋
の
安
全
保
障
と
当
庁
の
役
割
」
に
つ
い
て
、
続

け
て
三
池
海
上
保
安
部
長
よ
り
「
当
庁
の
国
際
協
力
」
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換

会
で
は
、
連
盟
の
皆
さ
ま
と
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
安
全

と
発
展
の
た
め
、
議
連
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
を
一
層
深
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

巡視艇あそぎり

巡視艇ひごかぜ

鹿児島航空「基地所属 MH977

想定船(第二天長丸)

貴宝丸(牛深救難所)



海上保安業務
Maritime Safety Operations

2026.1.22

不審者制圧訓練 上陸審査・手荷物検査

三
角
港
に
お
い
て
、
三
角
港
湾
危
機
管
理
コ

ア
メ
ン
バ
ー
及
び
三
角
港
湾
保
安
委
員
会
に

よ
る
テ
ロ
対
策
合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
本
訓
練
は
、
関
係
機
関
の
緊
密
な
連
携

強
化
と
、
水
際
対
策
に
お
け
る
テ
ロ
等
へ
の

即
応
能
力
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
警
察
、
入
管
、
税
関
、
海
保
、
消
防

な
ど
計
８
機
関
か
ら
約
50
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
不
審
者
の
制
圧
や
手
荷
物
検
査
な
ど
、

実
際
の
現
場
を
想
定
し
た
多
角
的
な
検
証
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
一
様
に
緊
張
感
を
持
っ

て
各
訓
練
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
地

域
の
安
全
を
揺
る
が
す
不
測
の
事
態
に
対
し
、

万
全
の
備
え
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三角港港湾危機管理担当官
（熊本海上保安部長）挨拶水際を守り抜く ― 8機関が挑む鉄壁の連携

令和７年度三角港テロ対策合同訓練

宇城市三角防災拠点センター

令
和
７
年
度
海
上
保
安
協
力
員
連
絡
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
会
議
は
、
熊
本
海
上
保
安
部
・
八
代
海

上
保
安
署
・
天
草
海
上
保
安
署
の
職
員
と
海
上
保
安

協
力
員
と
の
相
互
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
主
眼
に

置
き
、
地
域
の
現
状
報
告
及
び
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
各
地
域
に
お
け
る
防
犯
、

海
洋
環
境
保
全
活
動
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
を
通
じ
て
連
携

を
さ
ら
に
深
め
、
よ
り
一
層
の
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

2026.1.15

― 海の未来を考える ―

令和７年度海上保安協力員連絡会議

当部は、（公財）海上保安協会の支援を受け、海上保安協力員の皆様と共に地域の安全を守る活動を推進しています。

2026.1.28

令和７年度熊本海上保安部と
九州電力送配電との合同訓練

熊
本
海
上
保
安
部
は
、
「
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

と
九
州
電
力
株
式
会
社
と
の
災
害
時
に
お
け
る
相
互

協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
合
同
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
巡
視
艇
へ
の
資
機
材
搭
載
方
法
の
確
認
・
検
証
、

及
び
迅
速
か
つ
円
滑
な
緊
急
輸
送
体
制
の
確
立
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
訓
練
で
は
、
湯
島
で
大
規
模
停

電
が
発
生
し
、
早
期
復
旧
の
た
め
に
電
力
資
機
材
の

輸
送
が
必
要
に
な
っ
た
状
況
を
想
定
。
巡
視
艇
ひ
ご

か
ぜ
に
九
州
電
力
送
配
電
の
職
員
及
び
復
旧
資
機
材

を
載
せ
、
湯
島
漁
港
ま
で
輸
送
す
る
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
訓
練
後
に
は
、
九
州
電
力
送
配
電
の
職
員
よ

り
応
急
送
電
方
法
に
つ
い
て
概
略
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
当
部
か
ら
業
務
説
明
を
経
て
、
今

後
の
取
り
組
み
に
関
す
る
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、

連
携
を
深
め
ま
し
た
。

電力の早期復旧を目指して

巡
視
艇
ひ
ご
か
ぜ

湯島漁港

三角港での資機材搬入意見交換会

三角港三角港



安全推進活動
Safety Promotion Activities

熊
本
地
区
に
お
い
て
、
海
上
安
全
指
導
員

の
高
齢
化
と
後
継
者
育
成
が
喫
緊
の
課
題

と
な
る
中
、
こ
の
度
、
海
上
安
全
指
導
員

と
し
て
13
年
の
豊
富
な
経
験
を
持
つ
木
下

憲
彦
氏
（
木
下
海
洋
開
発
株
式
会
社
）
が
、

指
導
員
活
動
実
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
主
任
海
上
安
全
指
導
員
と
し
て
、
第

十
管
区
海
上
保
安
本
部
長
か
ら
指
名
さ
れ
、

松
本
哲
也 

熊
本
海
上
保
安
部
次
長
か
ら
指

名
書
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
木
下
氏
は
決

意
を
新
た
に
、
今
後
、
海
上
安
全
指
導
の

推
進
と
次
世
代
の
指
導
員
育
成
に
尽
力
さ

れ
ま
す
。

主任海上安全指導員指名式

木下憲彦氏（写真右）

～未来を担う後進の育成へ、熊本の海事安全に貢献～

2025.11.28

木下憲彦氏と新たに海上安全指導員となった倉田氏
（写真左から2番目）

年末年始特別警戒及び安全指導を実施！
～熊本運輸局との合同安全総点検～

2025.12.10

年
末
年
始
の
安
全
な
輸
送
確
保
の
た
め
、
熊
本
運

輸
支
局
と
合
同
で
、
熊
本
港
内
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
や
船
舶
を
対
象
と
し
た
「
年
末
年
始
特
別
警
戒

及
び
安
全
指
導
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
数
の
利

用
者
が
予
想
さ
れ
る
年
末
年
始
に
先
立
ち
、
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
や
フ
ェ
リ
ー
船
内
に
お
け
る
不
審
物
、

不
審
者
対
策
、
救
命
設
備
、
消
防
設
備
の
状
況
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
安
全
管
理
体
制
の
総
点
検
を

行
い
ま
し
た
。
関
係
者
一
同
、
旅
客
の
皆
さ
ま
が

安
全
か
つ
安
心
し
て
年
末
年
始
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

テ
ロ
や
犯
罪
は
も
ち
ろ
ん
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

安
全
意
識
の
徹
底
と
確
認
を
重
ね
ま
し
た
。

鬼
池
港
に
お
い
て
も

安
全
指
導
を
実
施
し

ま
し
た

3
月
か
ら
募
集
が
開
始
さ
れ
る
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試

験
（
10
月
入
校
）
に
向
け
、
学
生
募
集
活
動
が
始
動
し
ま
し

た
。
濟
々
黌
高
校
、
熊
本
西
高
校
を
は
じ
め
、
熊
本
大
学
や
崇

城
大
学
な
ど
計
6
校
を
訪
問
。
各
校
の
校
長
先
生
や
進
路
指

導
教
諭
と
の
会
談
で
は
、
海
上
保
安
庁
の
使
命
や
多
様
な
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
提
案
し
ま
し
た
。
贈
呈
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
ま

だ
見
ぬ
未
来
の
海
上
保
安
官
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
今
回
の
活
動
で
は
、
熊
本
県
出
身
で
初
代
海
上

保
安
庁
長
官

大
久
保
武
雄
氏
が
か
つ
て
理
事
長
を
務
め
た
開

新
高
校
へ
の
訪
問
も
行
い
ま
し
た
。
大
久
保
初
代
長
官
の
銅
像

が
見
守
る
中
、
熊
本
海
上
保
安
部
長
は
現
在
の
教
育
現
場
の
熱

気
を
感
じ
つ
つ
、
「
海
を
守
る
志
」
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

熊
本
か
ら
未
来
の
海
保
を
創
る
！
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熊
本
～

開新高等学校

熊本西高等学校大久保武雄之像（開新高等学校内）



くまTOMOサポーター職場体験学習を開催

県内の小学生を対象とした「くまTOMOサポーター職場体験学習」を実施しました。熊本日日新聞社からの提案を受け
たこの企画には、計１４名の小学生が参加し、海上保安官の多岐にわたる業務を紹介する貴重な機会となりました。

Protecting the oceans of the future

2025.10.18

令和7年11月23日 熊本日日新聞に掲載されました

参
加
し
た
児
童
は
、
海
上
保
安
官
の
実
際
の
活
動

を
見
学
し
、
人
命
救
助
や
海
洋
の
安
全
確
保
に
直

結
す
る
救
命
体
験
や
交
通
安
全
教
室
な
ど
を
体
験

し
、
将
来
の
職
業
に
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深

め
た
よ
う
で
す
。
児
童
か
ら
は
「
海
の
安
全
を
守

る
仕
事
の
重
要
性
を
感
じ
た
」
「
海
上
保
安
官
に

な
り
た
い
」
と
い
っ
た
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
熊
本
海
上
保
安
部
で
は
、
こ
の
体
験
学
習
を

通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
小
学
生
に
海
上
保
安

官
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、
海
を
守
る
仕
事
で

あ
る
当
部
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取

り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
後
日
、
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
が
イ
ラ

ス
ト
に
な
り
、
「
紙
面
か
ら
出
題

違
い
は
ど

こ
？
」
と
い
う
間
違
い
探
し
ク
イ
ズ
と
し
て
改
め

て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

令和7年11月9日 熊本日日新聞に掲載されました

―
 

く
ま
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ ―

毎
週
日
曜
日
の
熊
本
日
日
新
聞
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
（
小
中
学
生
）
の
社
会
へ
の
関
心
を
高

め
、
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
み
、
将
来
の
熊
本
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
国
内
外
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
に
加
え
て
、
地
域

の
ニ
ュ
ー
ス
も
や
さ
し
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。



海保の仕事にわくわく！
～ 三 角 小 児 童 が 巡 視 艇 ひ ごか ぜで 職 場体 験 ～

宇
城
市
の
三
角
小
学
校
１
・
２
年
生

36
名
を
対
象
に
、
巡
視
艇
ひ
ご
か

ぜ
の
船
内
で
の
見
学
と
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
海

の
安
全
を
守
る
仕
事
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
、
児
童

た
ち
は
操
舵
室
な
ど
を
見
学
し
た
ほ

か
、
海
上
保
安
官
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
船
で
使
わ
れ
る
ロ
ー
プ
の
結

び
方
（
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
）
に
熱
心
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
未
来

の
海
上
保
安
官
の
育
成
に
も
役
立
つ

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

学生募集活動
Student Recruitment Activities

熊本県内の多くの中学校において、中学２年生を対象に社会科や総合的な学習の時間の補助資料と
して活用されている、「発見！たんけん！熊本県 どんな仕事があるのかな 中学生版 2026」に海上
保安庁（熊本海上保安部）が紹介されています。海上保安庁の幅広い業務の紹介や熊本海上保安
部に勤務する若手職員のインタビューなどが掲載されています。

2026年版

2025.10.30

https://Kumamoto.works

発見！たんけん！熊本県

後   援：熊本市教育委員会、熊本県中学校教育研究会進路指導・キャリア教育部会、
   熊本県私立中学高等学校会

企画協力：JLAA一般社団法人日本地域広告会社協会
（冊子のほかWEB版もあります）

巡視艇ひごかぜ



熊
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ラ
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後
日
、
職
場
体
験
に
参
加
さ
れ
た
児
童
の
皆

さ
ん
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
素
敵
な
感
謝
の
寄

書
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
員
に
と
っ
て

何
よ
り
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
！

い
た
だ
い
た
寄
書
き
は
、
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
熊
本
海
上
保
安
部
4
階
の

掲
示
板
に
ご
披
露
し
て
い
ま
す
。
熊
本
海
上

保
安
部
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
海
の
安
全
を
守
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

三角小学校１年生のみなさんから 三角小学校2年生のみなさんから

三角小学校1・2年生のみなさん、ありがとうございます！

海
上
保
安
官
の
任
務
は
、
巡
視
船
艇
で
の
勤
務
だ
け
で
な
く
、

海
外
勤
務
、
海
上
保
安
庁
（
霞
ヶ
関
）
や
管
区
本
部
な
ど
で
広

域
調
整
業
務
な
ど
実
に
多
岐
に
わ
た
り
、
様
々
な
活
躍
の
場
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
舞
台
で
活
躍
す
る
海
上
保
安
官
に
は
、

幅
広
い
知
識
や
技
能
だ
け
で
な
く
、
特
殊
な
業
務
を
行
う
た
め

の
専
門
的
な
能
力
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、
海
上
保
安
官
を
養
成

す
る
た
め
の
教
育
機
関
で
あ
る
海
上
保
安
大
学
校
や
海
上
保
安

学
校
で
の
学
び
が
必
要
で
す
。
ど
ち
ら
も
学
校
と
い
う
名
前
が

つ
い
て
い
ま
す
が
、
入
学
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と
し
て
の
身

分
が
与
え
ら
れ
、
給
与
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
両
校
と
も
に
全
寮

制
で
、
規
律
あ
る
団
体
行
動
を
送
り
ま
す
。
学
生
は
、
こ
の
団

体
生
活
を
通
じ
て
、
正
義
仁
愛
の
精
神
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
体
得
や
気
力
・
体
力
の
錬
成
を
図
り
ま
す
。

今
年
も
3
月
か
ら
海
上
保
安
学
校
採
用
試
験
（
10
月
入
校
）

の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。
熊
本
海
上
保
安
部
に
も
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
受
験
案
内
を
用
意
し
、
受
験
希
望
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
（W

E
B

 

で
も
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
）

海
上
保
安
官
募
集

パンフレットには、海上保安大学校の国内航海実習や遠洋航海実習（世界一周）など、教育カリキュラムから寮生活まで幅広く説明しています。

海上保安官の様々な職種を紹介しています

海上保安庁が発行する広報誌「かいほ
ジャーナル103号」が発行されました。
熊本海上保安部、宇城市立図書館三
角分館で無料配布しています。（数に
限りがありす。）
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